
　地　区　名
①チギリ地区
②カラギン地区
③ウスチ・カムチャツカ地区
④ブイストル地区
⑤エリゾボ地区
⑥ウスチ・ボリシェレツク地区

①

ペ
ン

ジ
ナ

湾
パラナ

クリュチ

エッソエッソ

オクチャプッスキーオクチャプッスキー
ペトロパブロフスク
　　　＝カムチャツキー

ウスチ・カムチャツカウスチ・カムチャツカ

カラガカラガカラガカラガ

ア
ナ
ブ
カ
イ

ア
ナ
ブ
カ
イ

ア
ナ
ブ
カ
イ

オッソラ

旧アナプカ旧アナプカ

②

③

④

⑤
◉

⑥

日
本
人
が
北
サ
ハ
リ
ン
か
ら
沿
海
地

域
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
い
た
る
ロ
シ
ア
領

内
に
漁
場
を
設
け
て
漁
業
を
行
っ
て
い
た

時
代
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
北
洋
漁
業
と

も
露
領
沿
岸
漁
業
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

露
領
で
漁
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
お
け
る
入
札
で
希
望
す

る
漁
区
と
付
随
す
る
海
岸
の
土
地
を
借
り

受
け
、
多
く
の
場
合
、
漁
区
内
に
一
つ
の

定
置
網
を
設
置
し
て
サ
ケ
を
漁
獲
し
、
塩

蔵
加
工
あ
る
い
は
缶
詰
加
工
を
行
っ
た
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
先
住
民

の
伝
統
文
化
に
関
す
る
現
地
調
査
を
行
っ

て
き
た
が
、
し
ば
し
ば
、
日
本
人
漁
業
者

に
関
す
る
記
憶
が
先
住
民
社
会
に
語
り
伝

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
し
た
驚
き
で

あ
っ
た
。
日
本
人
漁
業
が
終
焉
し
て
五
〇

年
以
上
も
経
過
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
先
住
民
社
会
に
伝
え

ら
れ
る
日
本
人
漁
業
者
に
関
す
る
情
報

は
、
直
接
体
験
し
た
も
の
か
ら
一
世
代
あ

る
い
は
二
世
代
前
の
記
憶
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
も
の
ま
で
含
ま
れ
る
。
季
節
的

で
あ
る
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
沿
岸
に
一
万
人

を
超
え
る
日
本
人
が
居
住
し
て
サ
ケ
漁
や

そ
の
加
工
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
現

地
の
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
初
期
に
お
い

て
は
日
本
人
と
現
地
の
人
々
と
の
間
に
自

由
な
交
流
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
領
内
に
お
け
る
日
本

の
漁
業
は
主
に
産
業
史
的
観
点
か
ら
記
述

さ
れ
て
き
た
。
社
史
あ
る
い
は
鮭
鱒
漁

業
、
カ
ニ
漁
業
、
缶
詰
生
産
と
い
っ
た
経

営
的
な
側
面
か
ら
で
あ
る
。
文
化
人
類
学

の
立
場
か
ら
、
こ
う
し
た
資
料
で
は
先
住

民
と
の
交
流
に
つ
い
て
触
れ
る
部
分
も
少

な
く
、
な
に
よ
り
も
日
本
側
の
資
料
か
ら

は
日
本
人
が
現
地
で
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ

て
い
た
か
は
知
る
す
べ
が
な
い
。
本
稿
お

よ
び
次
号
で
は
現
地
の
人
々
か
ら
み
た
日

本
人
漁
業
の
記
憶
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
、

日
本
人
と
先
住
民
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら

か
に
し
、
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
住
民

社
会
に
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た

か
を
報
告
し
た
い
。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
北
洋
漁
業
の
足
跡
を
訪
ね
て

日
本
人
と
先
住
民
の
意
外
な
関
係

北
海
道
立
北
方
民
族
博
物
館
学
芸
主
幹

渡
部

裕

日本の漁場址に遺された船揚げ用ウインチの一部と伝えられる／カム
チャツカ東海岸オッソラ村
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情
報
と
の
出
合
い

最
初
に
耳
に
し
た
日
本
人
漁
業
時
代
の

情
報
は
、「
日
本
の
工
場
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
ロ
シ
ア
の
も
の
に
比
べ
て
固
く
丈
夫

だ
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
日
本
人
が
来
て
工
場
を
建
て
、
コ
リ
ヤ

ー
ク
に
魚
（
サ
ケ
）
の
捕
り
方
を
教
え
た

の
で
、
コ
リ
ヤ
ー
ク
は
海
で
魚
を
捕
る
こ

と
を
お
ぼ
え
た
。」
と
も
付
け
加
え
た
。

こ
の
情
報
を
語
っ
て
く
れ
た
人
物
は
一

九
九
七
年
に
初
め
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
を
訪

れ
た
際
に
聞
き
取
り
調
査
に
協
力
し
て
く

れ
た
コ
リ
ヤ
ー
ク
の
男
性
・
コ
ー
リ
ャ
さ

ん
で
あ
る
。
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
に
は
北

部
に
コ
リ
ヤ
ー
ク
（
生
活
基
盤
に
よ
っ
て

海
岸
コ
リ
ヤ
ー
ク
と
ト
ナ
カ
イ
・
コ
リ
ヤ

ー
ク
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し

た
）、
南
部
に
は
狩
猟
漁
撈
民
で
あ
る
イ

テ
リ
メ
ン
が
居
住
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、

半
島
中
央
部
（
現
在
の
エ
ッ
ソ
村
、
ア
ナ

ブ
カ
イ
村
周
辺
）
に
ト
ナ
カ
イ
飼
育
民
で

あ
る
エ
ベ
ン
が
大
陸
か
ら
半
島
北
部
を
経

由
し
て
お
よ
そ
一
五
〇
年
前
に
移
住
し
て

き
た
と
さ
れ
る
。

コ
ー
リ
ャ
さ
ん
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

北
部
東
海
岸
の
旧
ア
ナ
プ
カ
村
の
出
身
で

あ
る
が
、
こ
の
村
は
ソ
連
の
経
済
政
策
の

改
変
か
ら
一
九
七
〇
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
住

民
は
再
び
さ
ま
ざ
ま
な
村
に
分
散
し
て
移

住
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
再

び
」
と
は
ア
ナ
プ
カ
村
は
一
九
五
九
年
に

新
し
い
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
建
設
に
と
も
な
っ

て
造
ら
れ
た
村
で
あ
り
、
新
た
な
住
民
は

さ
ま
ざ
ま
な
村
か
ら
集
め
ら
れ
た
人
た
ち

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
コ
ー
リ
ャ
さ
ん
に

会
っ
て
か
ら
は
、
先
住
民
の
人
々
へ
の
質

問
に
は
必
ず
日
本
人
漁
業
時
代
の
こ
と
を

含
め
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

ロ
シ
ア
領
内
に
お
け
る
漁
業

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
日
本
人
漁
業
と
先
住

民
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
露
領
沿
岸
漁

業
あ
る
い
は
北
洋
漁
業
の
歴
史
的
概
略
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
ロ
シ
ア
領
内
に
お

け
る
日
本
人
に
よ
る
漁
業
は
「
北
洋
漁

業
」
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
日
露
戦
争
終
結

に
と
も
な
う
講
和
条
約
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
た
「
ロ
シ
ア
沿
岸
に
お
け
る
水
産
資
源

を
獲
得
す
る
権
益
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
権

益
を
具
体
化
す
る
交
渉
が
行
わ
れ
、
一
九

〇
六
（
明
治
四
〇
）
年
に
日
露
漁
業
協
約

が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
交
渉
過
程
で
ロ
シ

ア
は
水
産
資
源
に
海
獣
類
が
入
ら
な
い
こ

と
を
強
く
主
張
し
、
最
終
的
に
は
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
資
源
に

対
す
る
当
時
の
ロ
シ
ア
の
価
値
観
を
よ
く

顕
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
領
内
に
お
け
る
日

本
人
漁
業
の
権
益
は
ソ
連
体
制
に
な
っ
て

も
基
本
的
に
は
踏
襲
さ
れ
た
が
、
一
九
四

五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
の
ソ
連
対
日
参

戦
に
よ
り
消
滅
し
た
。

日
露
漁
業
協
約
に
も
と
づ
く
出
漁
に
さ

き
が
け
て
、
サ
ハ
リ
ン
や
沿
海
州
さ
ら
に

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
へ
と
サ
ケ
を
求
め
る
日
本

の
動
向
が
後
の
北
洋
漁
業
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

に
お
け
る
豊
富
な
サ
ケ
資
源
の
情
報
か
ら

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
日
本
船
が

出
漁
し
た
と
さ
れ
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三

三
）
年
に
は
サ
ハ
リ
ン
・
沿
海
地
域
か
ら

転
向
し
た
漁
業
者
が
大
挙
し
て
出
漁
し
、

日
本
船
に
よ
る
密
漁
な
ど
も
横
行
し
た
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
格
的
な
日
本
企
業

の
進
出
は
日
露
漁
業
協
約
の
成
立
以
後
で

あ
る
。
北
洋
漁
業
に
お
け
る
多
く
の
漁
場

は
北
海
道
お
よ
び
北
陸
の
各
漁
業
資
本
に

よ
り
個
別
に
経
営
さ
れ
て
き
た
が
、
し
だ

い
に
有
力
資
本
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ

の
後
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
お
け
る
企

業
は
ロ
シ
ア
革
命
を
契
機
と
し
て
再
編
さ

れ
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
堤
商

会
を
中
心
に
合
併
・
合
同
し
、
さ
ら
に
一

九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
頃
ま
で
に
そ
の

他
の
北
洋
企
業
を
吸
収
・
合
併
し
、
日
魯

漁
業
株
式
会
社
に
ほ
ぼ
一
本
化
さ
れ
、
そ

の
漁
区
や
工
場
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
西
海
岸

北
部
や
東
海
岸
北
部
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

ソ
連
は
政
治
体
制
の
確
立
と
と
も
に
積

極
的
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
経
済
改
革
に
乗

「イヌノカワ、クマノカワ、キツネガワ…」と語ってく
れたコリヤーク女性ウバロヴァさん（右）／オッソラ村

カムチャツカ川河口の町ウスチ・カムチャツカ。かつて日ロ双方の漁場、
大型缶詰工場が建設されていた。
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り
出
し
、
漁
業
に
つ
い
て
も
国
営
企
業
を

設
立
し
、
労
働
人
口
の
増
加
策
を
と
っ

た
。
そ
れ
ま
で
日
本
企
業
は
圧
倒
的
に
多

く
の
漁
区
を
占
め
て
い
た
が
、
借
区
料
の

高
騰
や
漁
獲
制
限
な
ど
が
加
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、
ソ
連
側
の
漁
区
、
加
工
施
設
も

増
大
し
た
。

母
船
式
漁
業
の
誕
生

ソ
連
は
露
領
に
お
け
る
日
本
の
漁
業
権

を
追
認
し
た
が
、
新
た
に
締
結
さ
れ
た
日

ソ
漁
業
条
約
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や

新
た
な
課
税
措
置
に
よ
っ
て
、
日
本
企
業

は
大
き
な
経
営
コ
ス
ト
の
増
大
を
強
い
ら

れ
、
経
営
の
合
理
化
が
模
索
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

規
制
を
受
け
な
い
領
海
外
で
の
漁
業
を
行

う
こ
と
が
検
討
さ
れ
、
領
海
外
で
漁
獲
と

加
工
を
行
う
母
船
式
漁
業
が
考
案
さ
れ

た
。
最
初
に
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年

頃
か
ら
タ
ラ
バ
ガ
ニ
漁
で
実
用
化
さ
れ
、

そ
の
後
、
刺
網
の
改
良
に
よ
っ
て
サ
ケ
の

流
網
漁
が
実
用
化
さ
れ
、
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
頃
か
ら
母
船
式
サ
ケ
漁
が
本
格

的
に
は
じ
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
母
船
式
漁
業

の
な
か
で
ソ
連
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）

年
に
日
本
人
を
雇
用
し
て
初
め
て
母
船

（
カ
ニ
工
船
）
式
カ
ニ
漁
を
実
施
し
、
そ

の
後
カ
ニ
工
船
の
数
を
増
や
し
て
い
っ

た
。
こ
れ
ら
母
船
式
漁
業
は
戦
後
再
び
北

洋
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
人
と
先
住
民
の
交
流

こ
れ
ま
で
五
〇
人
ほ
ど
の
人
び
と
か

ら
、
か
つ
て
の
日
本
人
漁
業
に
関
す
る
聞

き
取
り
を
行
っ
て
き
た
。
日
本
人
と
先
住

民
と
の
接
触
の
あ
り
方
は
、
ソ
連
邦
の
成

立
前
後
で
異
な
る
が
、
日
本
人
と
の
友
好

関
係
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
企

業
は
自
ら
漁
獲
し
た
サ
ケ
に
加
え
、
先
住

民
が
漁
獲
し
た
サ
ケ
を
買
い
上
げ
た
。
漁

獲
向
上
の
た
め
、
日
本
人
は
先
住
民
に
対

し
て
漁
具
の
製
作
や
漁
法
の
指
導
な
ど
も

行
っ
た
。
ま
た
、
日
本
の
漁
場
労
働
者
、

漁
場
の
冬
季
番
人
と
し
て
、
先
住
民
が
雇

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
本
の
漁
場

に
近
接
す
る
集
落
の
イ
テ
リ
メ
ン
は
、
自

ら
捕
獲
し
た
サ
ケ
を
さ
ま
ざ
ま
な
日
常

品
、
食
器
、
衣
類
、
食
料
、
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
、
ナ
イ
フ
等
の
鉄
製
品
、
銃
器
な
ど

と
交
換
し
た
。
イ
テ
リ
メ
ン
社
会
に
米
食

や
日
本
製
の
背
広
の
着
用
が
普
及
す
る
ま

で
に
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
先
住
民
が
狩
猟
し
た
毛
皮
も
売
買
の

対
象
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
住
民
は
日

本
の
拠
点
漁
場
に
配
置
さ
れ
て
い
た
医
者

の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
と
先
住
民
と
の
濃

密
な
接
触
は
、
ソ
連
体
制
の
確
立
と
と
も

に
規
制
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。日

本
人
労
働
者
は
借
区
外
へ
出
る
こ
と
を
禁

止
さ
れ
、
ま
た
漁
場
番
人
と
し
て
日
本
人

が
越
冬
滞
在
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
企
業
の
労
働
者

と
先
住
民
と
の
接
触
は
し
だ
い
に
規
制
さ

れ
、
接
触
の
機
会
も
少
な
く
な
っ
た
と
考

ペンジナ湾に位置するソ連の漁場に日本人労働者を送り込むし
どにい丸／１９３０年７月撮影／パラナ村・コリヤーク郷土博物館蔵

トナカイの群／アナブカイ村

かつて日本の漁場があったパラナ川河口／西海岸パラ
ナ村

東海岸カラガ村近郊の砂丘に点在する日本製機器の残
骸。かつての冷凍工場の址とみられる。
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え
ら
れ
る
。
日
本
人
労
働
者
は
東
日
本
の

農
山
村
の
出
身
者
が
多
く
、
現
在
か
ら
み

る
と
劣
悪
な
労
働
条
件
の
も
と
で
働
い
た
。

先
住
民
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
日
本
人
は
雨

や
風
を
厭
わ
ず
出
漁
す
る
日
本
人
、よ
く

働
く
日
本
人
、快
活
に
笑
う
日
本
人
と
い

う
印
象
で
と
ら
え
ら
れ
た
。
こ
と
に
医
療

を
め
ぐ
る
関
係
は
き
わ
め
て
大
き
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

聞
き
取
り
調
査
の
事
例
か
ら
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
先
住
民
と
日
本
人
と
の
接
触
の
あ
り

方
は
以
下
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
直
接
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ン
ト
が
体
験
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
が
、
多
く
は
世
代
か
ら
世
代
へ
と
語

り
継
が
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら

に
、
こ
う
し
た
情
報
は
あ
た
か
も
本
人
が

直
接
見
聞
き
し
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、
日
本
人
漁
業
者

と
の
接
触
は
個
人
的
体
験
と
い
う
よ
り
先

住
民
社
会
全
体
が
時
代
を
超
え
て
共
有
す

る
体
験
な
の
で
あ
ろ
う
。

・
サ
ケ
の
売
買
関
係：

先
住
民
が
漁
獲
し

た
サ
ケ
を
日
本
人
が
購
入
し
た
。
こ
の
事

例
は
ウ
ス
チ
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

・
漁
業
の
技
術
指
導：

先
住
民
に
網
の
作

り
方
や
漁
業
技
術
を
教
え
た
。

・
先
住
民
の
雇
用：

先
住
民
の
一
部
は
日

本
の
漁
場
に
雇
用
さ
れ
て
働
い
た
。

・
毛
皮
の
売
買：

先
住
民
が
捕
獲
し
た
毛

皮
獣
の
毛
皮
を
日
本
人
が
購
入
し
た
。
東

海
岸
北
部
の
オ
ッ
ソ
ラ
村
に
住
む
二
人
の

コ
リ
ヤ
ー
ク
の
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
「
イ
ヌ

ノ
カ
ワ
、
ク
マ
ノ
カ
ワ
、
キ
ツ
ネ
ガ
ワ
、

ト
ラ
ン
キ
ガ
ワ
（
ト
ナ
カ
イ
皮
の
こ

と
）」
と
い
う
日
本
語
を
覚
え
て
い
た
。

・
漁
場
の
番
人：

冬
季
の
越
冬
番
人
と
し

て
先
住
民
が
日
本
企
業
に
雇
用
さ
れ
た
。

・
医
療
を
め
ぐ
る
接
触：

先
住
民
は
拠
点

漁
場
に
配
置
さ
れ
て
い
た
医
者
の
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
日
本
の

漁
場
に
薬
品
を
も
ら
い
に
行
っ
た
と
い
う

（
目
薬
の
事
例
が
多
い
）。

・
ロ
シ
ア
／
ソ
連
企
業
に
お
け
る
日
本
人

の
雇
用：

ロ
シ
ア
／
ソ
連
企
業
に
雇
用
さ

れ
た
日
本
人
と
先
住
民
と
の
関
係
は
あ
き

ら
か
で
は
な
い
が
、
一
定
の
交
流
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
日
本
の

企
業
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
日
本
人
が

多
く
働
く
ソ
連
の
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
は

推
定
さ
れ
る
。

・
棄
国
者
的
日
本
人
と
の
婚
姻
関
係：

カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
に
漁
場
の
労
働
者
と
し
て
で

は
な
く
居
住
し
た
日
本
人
が
存
在
し
た
。

棄
国
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
現
地
に
留
ま

っ
た
日
本
人
で
あ
り
、
先
住
民
社
会
の
な

か
で
ひ
っ
そ
り
と
生
活
し
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。（
以
下
、
次
号
に
て
）

後に日魯漁業株式会社となる堤清六、平塚常次郎が創業した堤商会の看
板／函館市弁天町

ペンジナ湾にてしどにい丸から降ろされた和船／１９３０年
１月撮影／パラナ村・コリヤーク郷土博物館蔵

平成１９年１０月５日現在
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